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岡
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具
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M

虫
干
博
士

我
が
闘
特
有
の
枇
命
日
問
題
日
融
和
問
題
・

四

山

内

九

フ
-
プ
ン
ス
町
時
通
貨
構
成
建
動
の
な
義

債
権
構
成
に
於
け
る
商
業
の
作
用

ク
ニ

l
ス
の
憤
値
諭
:
.
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損
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ク

ス

の

債

値

論

出

薮

口

勇

一
、
緒

言

カ

l
y
・
ク
ュ

l
ス
は
彼
の
「
岡
民
経
漕
墜
」
第
一
一
脚
を
会
け
に
し
土
翌
々
年
、
「
闘
民
経
済
的
債
値
論
」

(
U
5

目立
O
E
志向。ロ
O
B
一
円
一
百
円
5
R
E
B
域
内
円
門
与
を
毅
表
し
仁
。
我
々
は
先
に
倣
の
岡
氏
極
端
併
臨
干
の
一
般
的
概
念
公

師
括
的
に
検
討
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
抗
、
以
下
に
於
て
そ
れ
が
債
値
論
に
於
て
如
何
に
具
瞳
化
3
れ
て
我
々
に

一
不
さ
れ
る
か
を
吟
味
す
る
で
あ
ら
う
。
彼
は
こ
の
論
文
を
「
償
値
論
は
岡
民
輝
梼
撃
に
劃
し
て
基
本
的
な
意
義
を

め
り

持
っ
て
ゐ
る
」
と
一
五
ふ
こ
と
営
以
て
初
め
て
ゐ
る
。
我
々
が
彼
の
債
値
論
を
吟
味
す
る
こ
と
は
、

や
が
て
彼
の
闘

民
経
掛
皐
の
理
念
の
蛭
持
皐
理
論
へ
の
具
韓
化
の
基
ホ
的
問
題
を
探
ね
る
こ
と
を
意
味
す
る
で
め
ら
う
。
耐
し
て

こ
〉
で
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、
「
岡
民
経
持
的
債
値
論
」
に
於
て
見
ら
れ
る
彼
の
園
民
経
持
の
規
定
と
、
債
値
論
一

般
の
研
究
方
法
に
闘
し
て
Y
あ
る
。

二
、
「
圃
民
鰹
漕
的
価
値
論
」
の
概
要

タ-一

1

え
の
債
値
論

第
四
十
二
巻

七
七

第
四
時
現

Die politische Oekonomie von Standpunkl:e dler geschichtlichen:. Methode [853 
K. Knies， Die nationalokonomische Lehn: vorn We~th. in Zt'itschr. f. d.邑e5.
Staatsw. 1885 SS. 421-472・合 SS.645叫自に「償値論補遺J (Nachtrag zu 
o"γr .ehre v. ，m WeTth)がある。
拙稿「力ール・グ=ースの周民経済皐J(本誌第四十一巻第三競〉
Knies， dt. op. 日・ 4211
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ク
ニ

l

ス
あ
債
値
論

第
四
十
三
巻

一

第
問
時
肌

じ
じ
I'Ll 

先
づ
ク
ュ
!
丸
の
論
中
る
と
こ
ろ
を
要
約
し
ゃ
う
。

債
値
は
高
さ
左
一
耳
ふ
と
同
じ
く
量
的
闘
係
に
闘
す
る
相
劃
的
概
念
で
あ
る
か
ら
、
質
的
規
定
と
量
的
規
定
と
を

持
ち
、
債
値
理
論
は
雨
者
を
結
合
す
る
と
こ
ろ
に
成
立
す
る
。
「
財
の
生
産
及
び
消
費
一
般
の
科
昼
前
又
雨
概
念
の

総
括
に
基
づ
〈
土
云
ふ
こ
と
は
、
決
定
的
な
意
義
を
持
っ
て
ゐ
る
。
L

彼
は
質
的
規
定
か
ら
初
め
、
然
る
後
量
的
規

定
を
説

t
。
而
し
て
債
鮪
規
定
は
、
欲
望
と
劃
象

E
の
二
側
面
か
ら
な
さ
れ
る
o

先
づ
欲
望
の
側
か
ら
慣
値
は
規

定
き
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
何
故
な
ら
斗
倒
値
と
は
蜘
象
が
人
間
の
欲
望
の
湖
足
の
手
段
と
し

J

し
持
っ
て
ゐ
る
か
の
有

用
性
的
度
合
で
あ
る
」
か
ら
で
あ
る
。
裁
み
は
こ
、
〉
仁
徴
的
主
劃
憤
値
観
mw
端
的
な
表

E
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

使
用
債
値
と
交
換
債
値
と
は
財
の
有
用
性
の
二
種
で
め
る
。
使
用
債
値
は
普
通
に
一
五
は
れ
る
様
に
|
|
ラ
ヲ
・
ロ

ツ
シ
ャ

1
1
l
j
有
用
性
の
外
に
、
「
所
有
者
自
身
に
封
し
、
所
有
者
の
自
己
適
用
に
際
し
て
ピ
表
は
れ
る
と
云
ふ
限

定
を
設
け
る
こ
左
が
必
要
で
あ
る
。
使
用
債
値
と
は
、
財
が
所
有
者
に
卦
し
、
所
有
者
の
自
己
趨
用
に
際
し
て
表

は
す
有
用
性
に
外
な
ら
ぬ
。
か
く
質
的
規
定
を
奥
へ
て
彼
は
使
用
債
値
の
量
的
規
定
へ
と
向
ふ
。
使
用
債
依
の
大

い
さ
は
、
(
一
)
欲
望
の
強
度
(
同
日
Z
E
E
E
ι
2
2
2
R
E
n
t
g
ロ
au同『口一
8
9
5
-
n
F
g
《
出
向
。
丘
町
『

σ向
。
一
向
島
常
コ
)

と
(
二
)
欲
望
満
足
の
強
度
(
日
ロ
R
5
7
L
S
F
Z
者向江戸市『

ι庁
の
丘
町
『
町
一
=
E
E
R
E
-
n
r
g
国
立
旨
『
口
町

vmE丘一
mmD)

ガ
ッ
ト
ウ
シ
グ

と
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
(
一
)
欲
望
の
強
度
は
財
の
類
例
へ
ば
衣
服
・
食
料
品
・
撚
料
等
今
に
劃
し
て
表
は
れ
、
こ

れ
よ
り
生
や
る
使
用
債
値
は
、
類
使
用
債
値

(
p
z
E問
中

P
E
E
n
E
Z巾
-
A
V
)

ス
ベ
キ

ι
ス

は
、
同
一
類
例
へ
ば
燃
料
に
属
す
る
諸
種
の
財
、
松
・
プ
ナ
・
栴
等
ム
ザ
に
劃
し
て
異
な
る
も
の
と
し
て
表
は
れ
、

で
あ
る
。
(
二
)
欲
望
満
足
の
強
度

建
安
を

E志一ド

ib;d. .5. 4"4・
s. 4"~. 
ebenda 
s. 4"9・

)
j
j
j
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こ
れ
よ
り
生
や
る
使
用
債
値
が
種
使
用
債
値
(
山
百
円
一

gaの
さ
2
5
Z
2
内
三
回
)

が
個
人
聞
に
普
及
し
、
個
人
に
切
迫
せ
る
も
の
と
な
れ
ば
な
る
程
、
各
々
「
欲
望
の
分
類
・
陵
階
」
が
生
じ
、

に
瞳
じ
て
類
使
用
債
値
及
び
種
使
用
債
値
に
航
臨
が
成
立
す

L
。
き
て
交
換
債
値
は
使
用
債
値
に
基
き
財
の
所
有

へ
の
欲
望
に
封
し
て
表
は
れ
、
使
用
債
値
と
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
調
和
を
保
つ
も
の
で
あ
る
が
、

で
あ
る
O

(

二
及
び
(
三
)
に
は
欲
望

こ
れ

こ
れ
に
特
殊
的

な
も
の
が
生
や
る
の
は
、
財
の
使
用
の
み
な
ら
十
叉
一
議
後
(
白
内

Z
『
5mgm)
が
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。
「
財
一
一
般

の
交
換
債
値
は
、
そ
の
使
用
債
値
が
大
で
あ
れ
ば
あ
る
程
そ
れ
官
け
、
叉
ぞ
の
譲
後
l
i交
換
業
務
ー
ー
が
容
易

で
あ
れ
ば
あ
る
稗
そ
れ
だ
け
た
C
あ
る
。
し
か
く

E
交
換
償
値
の
大

L
V
3
の
決
定
要
素
に
は
、

1¥史
用
保1
4立
'D 
人;

さ
決
定
の
上
越
の
二
要
素
の
外
に
、
議
後
の
難
易
、
卸
ち

「
財
の
運
搬
可
能
性
(
叶
『
宝
石
一
三
与
一
県
内
芹
)
」
が
入
る
。

そ
し
て
交
換
債
値
に
色
亦
類
交
換
債
値
(
の
山
口

z
m
T吋
E
R
2
5
5
)
L」
種
交
換
債
値
(
∞
宮
内

-a'吋
E
2
T
5
2ご
と

が
匝
別
せ
ら
れ
る
が
、
そ
の
際
第
三
要
素
た
る
「
財
の
運
搬
可
能
性
」
は
澗
立
し
て
雨
者
に
作
用
す
4

0

0

グ
ニ

1
ス
は
之
を
抽
象
的
債
僚
と
な
し
、
別
に
具
瞳
的
債

か
〈
使
用
債
値
と
交
換
債
値
と
を
特
徴
づ
け
た
後
、

、値な
る
も
の
を
説
い
て
ゐ
る
。

「
園
民
経
時
間
撃
は
二
つ

ω債
値
(
印
ち
抽
象
的
な
る
使
用
及
び
交
換
償
値
1

出
口
)
に
於
て
、
只
一
つ
の
出
費
動
、
只
一
つ
の
橋
渡
し
を
持
ち

え
て
得
る
'
と
こ
ろ
が
多
い
と
云
ふ
こ
と
は
確
貨
で
あ
る
。
同
氏
経
務
皐
は
普
遍
人
間
的
欲
望
に
そ
の
注
意
を
向
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
と
は
一
耳
ふ
ま
で

も
な
い
。
げ
れ

E
も
そ
れ
は

εの
考
察
の
偶
有
の
費
象
印
ち
同
氏
に
聾
す
る
・
従
っ
て
人
間
の
欲
望
の
一
定
数
と
一
定
度
と
を
持
っ
た
一
定
破
の

人
聞
に
費
す
る
・
基
礎
を
そ
れ
で
得
ん
が
た
め
、
又
そ
の
限
り
に
於
て
の
み
で
あ
る
。
同
民
経
済
撃
は
叉
人
間
の
欲
望
の
満
足
に
費
す
る
財
の
普

詞
的
債
値
を
勿
論
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
だ
が
そ
れ
は
岡
氏
の
庖
理
に
委
せ
ら
れ
て
ゐ
る
一
定
般
の
財
の
一
定
数
量
の
償
値
の
認
識
に
勤
す
る
基

礎
を
得
ん
が
た
め
、
又
そ
の
限

b
に
於
て
の
み
で
あ
る
一
」
。

ク
昌

1

ス
の
償
値
論

第
四
十
二
巻

七
七
五

第
四
競
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ク
昌

I

ス
の
償
値
論

第
凶
十
二
巻

四

七
七
六

第
四
時
蜘

普
遍
人
間
的
欲
望
に
劃
す
る
財
の
普
遍
的
債
値
が
云
ふ
と
こ
ろ
の
抽
象
的
債
値
で
あ
り
、
園
民
の
欲
望
に
劃
す

る
園
民
の
財
の
債
値
が
具
瞳
的
債
値
と
栴
せ
ら
れ
る
。
何
が
故
に
後
者
は
具
躍
的
で
あ
る
か
の
債
値
一
か
前
者
仁
於

て
は
人
間
の
欲
望
一
般
主
財
一
般
左
の
闘
係
に
於
て
見
ら
れ
た
に
反
し
て
、
後
者
で
は
一
定
数
量
の
欲
望
士
一
定

グ
三

l
ス
は
具
盟
的
債
値
を
更
に
私
軽
油
開
的
具
躍
的

数
量
の
財
と
の
闘
係
に
於
て
見
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

領
値
と
闘
民
経
済
的
具
躍
的
偵
値
?
と
に
分
け
ん
と
試
み
る
。
彼
は
ラ
ウ
(
民
エ
・

H
N
E
)

の
具
躍
的
債
値
(
後
漣
)
を

私
紐
掛
的
目
品
目
閥
的
傾
植
で
め
る

t
L
て
、
説
〈
じ
詳
細
で
は
な
い
が
、
臨
別
の
根
蝶
は
次
の
加
〈
で
あ
る
。

{
岡
氏
経
潜
は
私
経
瀞
よ
り
組
成
さ
れ
て

b
h、
前
者
と
後
者
と
の
利
盆
は
極
め
て
多
一
様
な
仕
方
で
交
錯
し
て
ゐ
畠
の
で
あ
る
が
、
熟
知

Z
れ
て

ゐ
る
通

h
、
割
払
経
縮
問
に
費
し
て
の
み
安
常
す
る
命
題
と
岡
氏
経
済
に
鵬
潤
し
て
の
み
安
常
す
る
命
題
と
の
多
〈
の
も
の
が
立
て
ら
れ
う
る
」
。

、
、
、
、

卸
ち
私
軽
油
桝
的
具
睡
的
債
値
と
は
、
私
経
梼
に
於
け
る
一
定
数
量
の
欲
望
と
一
定
数
量
の
財
と
の
闘
係
に
於
て

表
は
れ
る
具
瞳
的
債
値
で
あ
る
c

反
之
、
園
民
経
掛
皐
の
卦
象
七
る
闘
民
経
梼
は
、
地
理
的
・
気
候
的
に
限
定
さ

れ
た
闘
係
の
中
に
生
活
す
る
閏
民
の
統
一
的
生
活
態
で
あ
る
、
故
に
闘
民
経
掛
血
中
で
取
扱
は
れ
る
債
値
も
亦
普
遍

人
間
的
欲
望
に
劃
臆
す
る
債
値
で
は
な
く
.
具
盟
的
な
・
地
理
的
に
限
定
せ
ら
れ
に
国
民
的
欲
望
に
劃
臆
す
る
債

値
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
へ
ば
寒
帯
圃
民
に
於
け
る
燃
料
の
具
瞳
的
債
値
は
、
熱
帯
園
民
に
於
け
る
よ
句
も

よ
り
大
で
め
ち
、
小
委
の
旦
一
瞳
的
債
値
は
、
米
食
岡
民
に
あ
っ
て
は
ヨ
ヲ
低
〈
評
債
せ
ら
れ
る
。
叉
困
民
が
生
産

せ
ぬ
劃
象
の
債
値
は
、
そ
の
闘
民
に
あ
っ
て
は
成
立
し
な
い
っ
こ
の
事
態
は
岡
民
な
る
概
念
の
本
質
に
属
す
る
d

故
に
閥
民
経
梼
皐
に
於
て
論
ぜ
ら
る
べ
き
岡
民
経
済
的
具
瞳
的
債
値
は
、
各
園
民
の
種
類
と
強
度
と
に
よ
っ
て
構

正)-55・460-461.

2) 55. 440-441. 



成
き
れ
る
欲
望
か
J
h
u
数
L
E
と
こ
の
欲
望
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
閑
巳
ん
か
配
時
に
委
せ
ら
h

い
る
財
の
金
一
伊
藤
皆

3
3
2
5
5
P
)
と
に
よ
っ
て
形
成
せ
ら
れ
ふ
。

1

1

具
躍
的
債
値
に
於
て
も
使
用
債
値
と
交
換
債
値
と
が
匝

分
せ
ら
れ
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
ち
な
い
。
且
(
瞳
的
使
用
債
値
は
、
使
用
に
劃
す
る
欲
望
の
限
度
ま
で
の
財
に
就
て

生
じ
、
そ
れ
ぞ
越
え
る
財
の
部
分
は
交
換
債
値
の
櫓
ぴ
手
と
な
る
。
雨
者
を
限
界
づ
け
る
も
の
は
、
私
控
漕
に
あ

つ
て
は
個
人
の
使
用
に
劃
す
る
欲
望
、
園
民
経
漕
に
あ
っ
て
は
闘
民
の
使
用
に
劃
す
る
欲
望
で
あ
る
。

以
上
欲
望
1
1
使
用
目
的
ー
ー
の
側
よ
り
便
値
ぞ
規
定
・
分
類
す
石
ク
-
一

l
ス
は
、

一
轄
し
て
「
我
冷
が
財
に

枕
て
一
以
び
う
る
た
め
い
h

は
、
人
間
の
欲
望
と
そ
れ
ゼ
満
足
せ
し
か
る
謝
換
と
が
現
存
し
て
ゐ
る
こ
占
が
必
要
で
あ

る
L
と
て
市
金
然
別
個
の
・
劃
象
の
属
性
の
差
異
よ
り
の
・
債
値
の
規
定
・
分
類
営
初
め
、
三
つ
の
も
の
を
数
へ
る
。

‘
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ー
素
材
債
値
は
物
瞳
の
物
理
的
・
化
皐
的
属
性
に
基
づ
き
、

一
素
材
使
値

(
ω
z
p
d
p
)

人
間
の
欲
望
が
素
材

に
よ
り
、
素
材
と
し
て
満
足
せ
ら
れ
る
や
否
や
、

叉
そ
の
限
haJ
に
於
て
問
題
と
な
る
。
素
材
の
硬
軟
・
弾
力
・
膨
張

力
・
替
養
力
・
酸
化
力
等
か
が
之
に
敷
へ
ら
れ
、
自
然
科
撃
の
極
端
情
皐
に
艶
す
る
特
別
な
意
義
は
こ
う
に
存
在
す
る
。

二
形
相
債
値

q
a
-
2
2
5
1
1形
相
債
値
目
的
と
の
闘
係
に
於
け
る
劃
象
の
形
態
立
づ
く
。
素
材
債

値
と
は
無
闘
係
に
、
劃
象
の
大
小
・
恰
評
・
使
び
や
す
き
・
美
し
き
等
冷
要
之
卦
象
の
形
態
に
就
て
一
石
は
れ
る
す
べ

て
の
特
徴
の
債
値
で
あ
る
。
新
し
く
機
械
が
殺
明
さ
れ
る
時
、
形
相
債
値
は
以
前
の
も
の
よ
り
ヨ
リ
高
い
と
一
去
は

れ
る
。
三
場
所
債
値

(
O『
円

2
2
F
)
l
l場
所
債
値
は
欲
望
の
存
在
す
る
場
所
と
劃
象
の
存
在
す
る
場
所
と
に
依

存
す
る
。
地
方
的
な
欲
望
が
地
方
的
な
封
象
に
闘
係
す
る
時
、
場
所
債
値
は
大
と
な
り
小
と
な
る
。
原
始
林
の
木

今一
r
ス
の
償
値
論

第
四
十
二
巻

第
四
時
現

五

七
七
七

r) 55. 44'-442. 
2) 具飽的使用慣値が使用に聖せする欲望の限鹿全での財に就て生す，るのは、使用

に封する欲望が常に一定数の財に聖すす昌 w(:~rであ z からである。 5S. 465-466. 
s. 467・J) 
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八

第
四
披

材
・
水
源
地
の
飲
用
水
は
、
欲
望
の
存
し
な
い
所
で
は
債
値
を
持
た
な
い
が
、
欲
望
め
る
所
に
移
さ
れ
る
時
、
場
所

債
値
を
生
Arι
。
此
等
の
三
分
類
の
正
晶
画
な
る
こ
と
は
、
原
始
産
業
・
工
業
・
商
業
が
こ
の
各
ミ
の
債
値
を
到
達

す
る
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
裏
書
き
さ
れ
る
と
迷
ぺ

τク
一
了
l

ス
は
こ
の
論
文
を
と
じ
て
ゐ
る
。

一
ニ
、
抽
象
的
恒
値
・
私
鰹
語
的
兵
種
的
価
値
・
圏
民
鰹
酒
的
臭
瞳
的
慣
値

上
に
概
論
す
お
グ
一
一

l
ス
の
倒
僻
論
よ
旬
、
我
々
は
一
一
つ
の
問
題
ぞ
取
上
げ
る
。
そ
の
一
ー
は
抽
象
的
僚
組
。
私

艦
神
的
具
躍
的
債
杭
・
岡
氏
極
構
的
具
瞳
的
慣
値
の
直
別
及
び
そ
の
聞
係
に
就
て
論
ぜ
ら
れ
る
と
こ
ろ
よ
り
見
ら

る
る
彼
の
岡
氏
経
済
の
規
定
に
就
て
す
め
る
。

抽
象
的
債
値
と
具
躍
的
慣
値
左
の
匝
別
は
、
肢
に
ク
ウ
が
輿
へ
た
左
こ
ろ
で
あ
る
。
彼
は
「
園
民
経
掛
串
原
論
」

(の

E
E同
伴
N
m
仏

2
〈

O
]
Z
4
E
F
R
E
F
-巾
-q巾
)
の
中
で
、
抽
象
的
償
値
は
「
財
に
謝
す
る
人
間
一
般
の
態
度
」
に
基

づ
い
て
生
じ
、
具
腫
的
債
値
と
は
「
財
の
所
奥
の
(
具
暢
的
)
載
量
を
、
特
殊
佃
人
の
欲
望
及
び
所
有
批
態
に
闘
し
て

観
察
す
る
」
時
に
生
子
る
と
な
れ
。
抽
象
的
債
値
が
欲
望
一
一
般
左
財
一
般
L
」
に
係
は
る
に
劃
し
、
具
躍
的
債
値
は

個
人
の
欲
望
と
彼
の
「
慮
理
に
委
せ
ら
れ
る
」
財
と
に
係
は
る
。
従
っ
て
之
は
本
質
的
に
個
人
的
、
郎
ち
現
宜
的
に

は
市
民
的
・
私
経
済
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
ク
ニ

l
ス
は
ラ
ク
の
云
ふ
と
こ
ろ
は
な
経
漕
的
具
躍
的
債
値
で
め
っ
て
、

園
民
経
静
的
具
瞳
的
債
値
で
は
な
い
、
闘
民
経
梼
が
私
経
済
よ
り
匡
別
き
る
べ
き
様
に
債
値
に
も
叉
こ
の
匝
別
一
か

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
考
へ
る
。
彼
の
岡
氏
経
済
的
具
憧
的
債
依
は
、
こ
の
私
鰹
漕
的
兵
瞳
的
債
依
が
個
人
の
欲

1) SS. 468-472. 

2)・SS.473-475. 
3) K. H. Rau; Lehrbuch rler polit回 chenOekGllOsl ie E由民rBand Gru官d歯車tze

dcr Volk四 irtschaft.lehre ~ 62. 



望
と
個
人
の
所
有
す
る
財
と
に
係
は
る
に
封
し
て
、
闘
民
の
杢
欲
望
と
圃
民
の
所
有
す
る
財
の
杢
貯
燕
量
と
に
係

は
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
直
別
を
費
見
し
た
彼
が
、
闘
民
経
樺
的
具
瞳
的
債
値
に
就
て
か
く
抽
象

的
な
規
定
を
典
へ
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
が
、
現
・
買
に
此
の
直
別
は
如
何
に
現
は
れ
る
で
あ
ら
う
か
。
彼
は
そ
こ

で
自
ら
、
岡
民
の
各
個
人
に
蹄
着
す
る
岡
民
頼
済
的
具
韓
的
債
値
の
部
分
が
個
人
の
私
経
済
的
具
盟
的
債
値
と
一

致
す
る
で
あ
ら
う
か
と
問
ひ
、
且
答
へ
る
。
之
が
然
り
と
一
五
へ
る
の
は
、
「
只
各
人
が
杢
量
の
中
同
一
の
分
割
部
分

モト1) fニ
lr塑
|汲:

九尋
し

大

き
の
欲

望ー
を
持
ち

前
川
人
も
他
人
よ
り
ヨ

9
多
く
の
部
分
を
利
用
す
る
機
舎
を
持
十
一
ぬ
場

現
質
的
に
は
雨
者
に
は
諮
問
問
あ
り
、
又
成
、
、
非
常
に
大
で
あ
る
L
C
門
何
故
な
ら
「
岡
氏
の
所
有
l
め

ぷ
到
の
割
柏
村
舵
掛
的
傾
倒
は
、
一
一
般
い
れ
、
首
ド
之
を
消
費
す
名
集
聞
ド
劃
し
て
の
み
表
は
れ
る
」
の
で
あ
ふ
か
ら
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、

印
ち
ク
ユ

I
ス
に
於
て
色
、
闘
民
経
済
的
具
瞳
的
債
値
は
最
密
に
は
現
賓
に
存
在
し
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
我
a
伊

が
二
つ
の
具
瞳
的
債
依
に
就
て
吟
味
を
加
へ
る
に
は
、

そ
の
地
盤
で
あ
る
な
経
掛
と
岡
氏
経
済
'
と
を
分
析
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
〉
に
在
経
漕
と
は
原
始
共
同
瞳
の
中
に
無
白
畳
的
・
本
能
的
に
生
活
せ
る
人
聞
が
個
人
と
し

て
分
裂
し
た
市
民
的
程
経
済
全
意
味
す
る
こ
と
疑
ひ
な
い
。

又
闘
民
粧
梼
L
」
ク
ニ
!
ス
が
云
ふ
時
、

産
業
資
本
主

義
の
確
立
時
代
に
於
げ
る
ド
イ
ヅ
の
闘
民
経
掛
即
ち
、
後
進
資
本
主
義
闘
の
ド
イ
ツ
が
内
部
の
市
民
世
舎
の
殺
展

に
於
て
取
る
と
こ
ろ
の
外
廓
と
し
て
の
園
民
経
揮
を
指
せ
る
色
の
に
外
な
ら
な
い
。
っ
岡
氏
耀
糟
は
私
艦
糟
よ
り
組

成
せ
ら
れ
も
」
の
で
あ
る
。
こ
の
岡
民
経
漕
に
於
て
、
彼
が
表
象
し
た
が
如
き
闘
民
盤
梼
的
具
韓
的
債
植
は
貫
存

す
る
で
あ
ら
う
か
。
叉
彼
自
ら
色
認
め
た
如
く
に
臆
密
に
は
賓
存
せ
ぬ
と
す
れ
ば
そ
れ
は
何
に
基
づ
〈
で
あ
ら
う

ク

Z
1
ス
の
償
値
論

七
七
九

第
四
筑

-t 

第
四
十
二
巻

S. 463・
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(Vol1品chichten)と云ムもの仁等しL、" l'fl色11鰹滞的具穂的慣値は、階級的に
のみ表はれ畠のでめる。円.441 
前出

2) 



第
四
十
二
巻

か
。
私
極
構
に
於
て
具
韓
的
使
用
債
値
が
、
個
人
の
「
自
己
欲
望
」
に
劃
す
る
限
り
の
財
に
成
立
す
る
こ
と
、
ク
-
一

ク

Z
1
ス
の
債
値
論

七
八

C

第
四
披

i¥. 

ー
ス
が
読
〈
が
如
〈
で
あ
る
。
け
れ

E
も
そ
の
超
加
分
の
財
に
就
で
は
す
べ
で
交
換
債
植
が
生
じ
、
交
換
債
値
獲

得
の
欲
望
、
帥
ち
財
の
際
都
へ
の
欲
望
は
決
し
て
有
限
で
は
な
い
。
叉
市
民
世
舎
に
於
て
は
、
こ
の
二
つ
の
債
値

に
劃
す
る
欲
望
は
貨
幣
的
表
現
を
取
り
、
欲
望
は
貨
幣
に
裏
づ
け
ら
れ
て
需
要
と
な
り
、
交
檎
債
値
の
一
般
的
措

ひ
手
た
る
貨
幣
の
獲
得
・
追
求
、
資
本
の
増
殖
は
、
市
民
的
私
蛭
梼
を
し
て
鋭
意
活
動
ぜ
し
む
る
唯
一
の
契
機
で
あ

る
。
そ
の
結
果
闘
民
内
部
に
欲
望
ぞ
貨
怖
じ
よ
っ
て
表
現
し
う
る
階
級
と
表
現
し
簡
は

F
る
階
級
と
に
分
裂
す
Z
M
O

岡
民
の
金
需
要
と
し
て
の
悶
民
の
金
欲
望
に
は
階
級
的
制
約
一
か
不
可
分
離
で
あ
り
、
階
級
(
闘
民
情
)
に
於
て
は
一

定
数
量
と
じ
て
把
へ
ら
れ
や
う
が
、
ぞ
れ
は
階
級
を
越
え
た
る
岡
民
の
全
欲
望
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
故
に
市

民
的
固
民
経
梼
に
於
て
は
岡
民
の
金
欲
望
な
る
も
の
は
現
宜
に
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ク
ニ

1
ス
が
之

を
承
認
せ

5
る
を
得
な
か
っ
た
時
、
彼
は
市
民
的
問
民
経
樺
の
本
質
ぞ
無
意
識
的
に
把
え
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

次
仁
我
冷
は
園
民
経
済
的
具
躍
的
債
値
の
他
の
一
つ
の
前
提
た
る
一
定
の
「
財
の
会
貯
燕
量
」
の
吟
味
に
入
ら

う
。
グ
ユ
・
l
ス
は
欲
望
の
側
よ
り
債
値
を
考
へ
る
時
、
常
に
欲
望
に
劃
し
て
財
が
「
慮
理
に
委
せ
ら
れ

3
」

。一凶℃

2-zgamrg)
こ
と
を
既
定
の
事
賓
と
す
る
。
こ
の
前
提
そ
の
も
の
う
検
討
は
我
冷
の
次
の
問
題
で
あ
る
、

こ
う
で
は
之
を
承
認
し
て
.
市
民
的
問
民
極
構
に
於
て
「
財
の
会
貯
臓
量
」
い
か
一
定
た
り
う
る
か
を
見
ゃ
う
。
我

L
f

は
杢
欲
望
が
市
民
的
岡
民
経
済
に
於
て
貫
現
せ
ぬ
と
同
様
、
財
の
会
貯
繭
量
も
一
定
た
り
え
な
い
左
答
へ
る
。

何
と
な
れ
ば
1

1
市
民
的
私
経
済
よ
り
組
成
せ
ら
れ
る
市
民
的
岡
民
経
梼
に
於
て
は
、
財
は
貨
幣
に
聾
し
て
の
み



門
戸
を
開
〈
供
給
の
形
態
で
困
民
経
済
に
推
積
し
、
供
給
が
貨
幣
資
本
の
獲
得
・
迫
求
の
た
め
に
起
る
限
り
、
ぞ

れ
仁
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
c

困
民
経
済
に
は
、
財
が
岡
民
の
欲
望
に
鷹
じ
て
「
慮
理
に
委
せ
ら
れ
る
」
の
で
は
な

〈
、
之
を
無
組
し
、
替
利
を
目
的
と
し
て
、
階
級
的
に
、
及
び
市
民
的
世
界
経
樺
に
向
っ
て
「
商
品
の
集
大
成
」
と

し
て
生
産
せ
ら
れ
る
。
故
に
財
の
全
貯
摘
量
は
市
民
的
岡
民
経
漕
に
於
て
は
一
定
量
と
し
て
表
は
れ
え
な
い
。

間
民
の
杢
欲
望
及
び
閏
民
が
所
有
す
る
財
の
杢
貯
購
量
は
市
民
的
岡
民
経
持
に
於
て
貰
存
し
な
い
、
故
に
園
民

経
神
的
具
瞳
的
使
値
は
そ
こ
に
は
現
質
的
と
な
る
筈
は
な
い
。
存
在
す
る
も
の
は
只
私
経
掛
的
具
躍
的
使
値
と
そ

の
競
合
と
の
み
で
あ
る
。
ク
ユ

l
z
が
フ
ク
の
具
憧
的
債
値
を
拡
経
漕
的
具
瞳
的
使
値
と
呼
び
、

且
つ
岡
氏
経
陣

鳳
?
に
ぬ

τぱ
之
p
p
-

一地別
3
3
べ
u
p
凶
民
耀
神
的
具
間
的
慣
値

μ考
察
β

る
べ
詐
こ
と
に
思
び
怒
っ
に
こ

2
U
五
世

で
め
v

る。

而
も
彼
が
之
が
市
民
的
岡
民
湿
潤
に
於
て
現
存
す
る
か
の
如
〈
に
説
か
ん
と
す
る
と
こ
ろ
に
批
剣
さ
る

べ
き
重
大
な
る
誤
謬
が
あ
る
。
我
'q
は
先
に
彼
の
困
民
経
済
の
規
定
が
有
機
盟
的
で
あ
る
こ
と
、
部
分
を
会
瞳
の
中

に
肯
定
的
・
保
存
的
に
構
取
ぜ
ん
と
し
て
ゐ
る
乙
と
を
見
た
。
債
値
論
を
通
し
て
窺
は
れ
る
彼
の
岡
民
経
済
の
規

定
に
於
て
も
、
花
極
構
を
肯
定
的
・
保
存
的
に
闘
民
経
稗
の
会
龍
の
中
に
部
分
と
し
て
含
ま
し
め
、
そ
の
聞
に
調

和
が
生
じ
て
闘
民
経
済
の
具
瞳
相
を
呈
示
す
る
と
な
す
賄
に
於
て
、
こ
の
特
色
が
表
は
れ
て
ゐ
る
。
而
も
我
々
が

見
た
如
〈
、
彼
は
白
己
の
立
場
を
現
賓
に
は
否
定
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
有
機
瞳
説
の
抽
象
性
を
自
ら
暴
露
し
て
ゐ

る
も
の
と
云
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
彼
も
亦
闘
民
誼
神
的
具
瞳
的
債
値
の
個
人
に
韓
着
す
る
部
分
が
、
私
経
樺
的

具
瞳
的
債
値
と
一
致
し
う
る
場
合
を
考
へ
ん
と
す
る
。

か
h

る
般
態
は
明
か
に
市
民
的
岡
民
経
持
で
は
な
い
、
個

タ
-
一

l
ス
の
債
値
論

第
四
十
二
巻

七
八

第
四
貌

九

前掲、拙稿参照。



タ
旦

l
λ

の
償
値
論

第
四
十
二
巻

第
四
獄

七

八

一
三

O

人
が
市
民
的
自
由
活
動
を
奪
は
れ
、
市
民
的
囲
民
経
摘
が
否
定
せ
ら
れ
、
ぞ
れ
に
よ
っ
て
個
人
が
岡
民
的
自
由
を

獲
得
し
、
闘
民
主
義
的
岡
氏
蛭
梼
ぞ
貰
現
す
る
時
に
の
み
、
ぞ
れ
は
可
能
で
あ
ら
う
。

r，
か
同
時
に
岡
民
樫
梼
的

具
韓
的
債
値
は
私
程
情
的
具
躍
的
債
値
を
通
過
し
て
の
み
可
能
と
な
る
こ
止
が
忘
ら
る
べ
き
で
は
な
い
。
闘
民
が

岡
氏
と
し
て
自
畳
し
、
世
界
的
聯
闘
に
於
て
矛
盾
な
〈
存
在
し
う
る
は
、
市
民
的
個
人
主
な
っ
て
自
意
識
を
持
ち
、

同
時
に
世
界
的
(
人
類
的
)
聯
聞
に
入
る
の
資
格
と
責
任
能
力
と
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
で
あ
り
、
闘
民
的
欲
望

が
自
党
色
れ
-
1
表
ば
れ
る
の
は
市
民
的
桐
人
の
欲
望
の
自
慢
ケ
一
通
過
し
て
初
め
て
可
能
ぱ
寸
っ
?
あ
る
。

我
冷
は
更
に
三
つ
の
債
値
卸
も
抽
象
的
債
値
・
在
経
梼
的
具
惜
的
傾
値
・
岡
民
紅
掛
的
具
臨
的
債
値
の
闘
係
を
考

一
般
に
経
滞
債
値
意
識
は
、
人
類
祉
舎
の
原
始
段
階
七
る
原
始
共
同
韓
に
於
け
る
無
自
費
な
共
同
種
掛
生

活
が
個
人
の
分
裂
に
よ
り
て
消
滅
し
、
個
人
的
に
意
識
せ
ら
れ
て
人
間
に
劃
白
的
左
な
る
。
之
私
艦
糟
的
具
櫨
的

ク
-
7
1
ス
が
私
経
梼
的
具
躍
的
債
値
を
設
〈
以
前
に
述
べ
る
抽
象
的
債
値
は
、
賞
は
之
者
t

と
し

τ

へ
る
。

債
値
で
あ
る
。

意
識
さ
れ
る
個
人
の
極
掛
債
値
意
識
を
普
遍
化
せ
る
抽
象
物
に
外
な
ら
や
、
か
〉
る
抽
象
物
を
先
行
せ
し
む
る
こ

と
は
啓
蒙
思
想
に
基
づ
く
主
一
五
ふ
べ
き
で
あ
る
。
我
ん
吋
は
ク
ュ

l
ス
の
抽
象
的
債
値
を
原
始
共
同
盟
の
共
同
経
済

、
、
、

に
於
け
る
無
自
由
党
的
債
値
戚
情
と
解
し
直
す
こ
と
が
出
来
る
o

之
は
共
同
的
従
っ
て
平
均
的
な
る
偵
値
戚
情
で
あ

る
。
こ
の
も
の
が
共
同
盟
よ
り
分
裂
す
る
個
人
に
よ
り
崩
壊
し
、
個
人
の
一
定
の
欲
望
に
劃
す
る
財
の
聞
係
に
於

て
意
識
せ
ら
れ
る
慣
値
が
私
粧
梼
的
具
膿
的
債
値
に
外
な
ら
な
い
。
個
人
の
一
定
の
欲
望
に
劃
す
る
が
故
に
こ
の

債
値
は
限
界
か
で
あ
り
、
使
用
債
値
と
交
換
債
値
と
は
限
界
づ
け
ら
れ
相
互
外
在
の
嗣
係
に
立
つ
ω

第
三
の
同
民

私経罪耳慣的具隠的債値が個人の欲望を限界として、使用債値k交換債値uこ
分たれることは障にのベナニ知〈でめる。 而しでこ':.~二交換の行はるべき所
以がある。



経
神
的
具
膿
的
債
値
は
、
岡
民
経
済
が
私
経
済
よ
り
組
成
せ
ら
る
〉
の
で
な
い
如
〈
な
経
沸
的
且
一
睡
的
組
問
値
よ
り

組
成
せ
ら
れ
て
私
経
済
が
夏
に
否
定
セ
ら
れ
て
個
人
が
園
民
共
同
静
の
成
員
と
な
る
時
に
、
個
人
的
欲
望
と
佃

人
的
意
識
に
劃
す
る
債
値
意
識
で
は
な
く
国
民
の
杢
欲
望
と
岡
民
的
意
識
に
劃
す
る
債
値
意
識
に
於
て
出
現
す

、
、
、
、
、
、
、

る
。
帥
ち
先
の
原
始
共
同
盟
の
債
値
戚
情
が
自
費
的
に
自
己
を
取
h
，
か
へ
す
こ
正
に
よ
っ
て
債
値
は
限
界
性
を
通

企
い
か
わ
恥
か
ん
は
い
骨
針
。
而
も
そ
の
平
均
性
は
私
経
樺
的
債
値
意
識
に
於
て
後
展
を
遂
げ
た
る
寓
民
的
媒
九
引
を

、
、
、
、
、
、
、

税
た
る
岡
民
的
使
値
意
識
な
る
が
故
に
、
偵
値
は
取
に
一
共
同
盟
に
於
け
る
平
均
性
で
は
な
〈
世
界
的
な
る
平
均

、
、
、
、
、

小
ト
じ
少
目
、
、

1
.
i
h
-
-〉
O

U

に

!
?
t
f
h
吉
区
1
h
?
L、
塩
五
九

7
4均
1
h
1
?
?
L
l
ー
に

:
K
7
3中「

収
ι
を
Z
7
4
f
」
J

4

戸
町
王
山
、
、

yhZ潅
沼
v'日
主
刷
出
白
B
u
h
w
者
一
三
一

1
3
j
j
F
t伽
川

l

仙
象
的
情
航
と
閥
民
極
端
例
的
具
惜

的
制
伯

t
s
y
治
の
剣
〈
に
断
し
一
回
寸
前
、

一
一
つ
の
陶
併
は
入
義
務
桝
今
日
ド
於
り
る
位
僻
戚
怜
¢
捌
諸
設
が

ι

横
路

段
階
左
し
て
歴
史
的
に
も
理
論
的
に
も
意
義
あ
る
も

ωと
な
る
で
あ
ら
う
。

我
・
々
は
ク

一
1
ス
の
所
論
を
無
意
義

で
あ
る
と
思
ふ
も
の
で
は
な
い
。

彼
が
産
業
費
本
勃
奥
の
ド
イ
ツ
に
於
て
園
民
経
樺
的
具
躍
的
使
値
を
表
象
し
た

こ
と
を
、
ひ
し
ろ
偉
業
な
り
と
す
る
。
只
市
民
的
園
民
経
済
の
真
相
に
徹
せ
や
、
之
を
有
機
瞳
説
的
に
設
か
ん
と

ぜ
る
と
こ
ろ
に
、
ド
イ
ツ
産
業
資
本
の
イ
デ
オ
ロ
!
グ
た
る
名
栴
を
輿
へ
ら
れ
る
所
以
伝
理
解
す
る
の
で
あ
る
。

目
、
ク

z
lス
の
主
観
慣
値
読
に
就
て

今
ま
で
我
々
は
ク
ニ

l
ス
の
主
観
債
値
設
に
従
ひ
、
欲
望
の
側
よ
り
の
債
値
規
定
内
部
に
於
て
吟
味
を
加
へ
た
、

財
及
び
そ
の
数
量
が
問
題
'
と
な
る
場
合
に
も
「
慮
理
に
委
せ
ら
れ
る
」
財
を
、
彼
に
従
っ
て
恒
定
し
た
。
が
我
ム
町
の

F
-
一l
ス
の
債
値
論

第
四
十
二
巻

七
i¥. 

第
四
披

一



ク

=
1
ス
の
償
値
論

第
四
十
二
巻

第
四
時
珊

七
八
凶

第
三
の
問
題
は
こ
の
前
提
そ
の
も
の
、
印
ち
債
値
論
の
方
法
論
上
の
意
義
に
係
は
る
。
財
が
人
間
の
庭
理
に
委
せ

ら
れ
る
の
は
如
何
に
し
て
可
能
で
あ
る
か
。
我
'q
は
只
生
産
さ
れ
る
こ
と
の
み
に
よ
っ
て
Y
あ
る
と
答
へ
る
。
然

、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
.
、
、
‘
.
、
、
.
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、

る
に
ク
ュ

l
ス
は
此
事
賓
ぞ
前
提
し
た
、
印
ち
彼
は
債
値
論
伝
説
〈
に
財
の
生
産
自
鯉
を
反
省
の
封
象
と
し
な
か

引
か
の
で
あ
る
。
我
ミ
は
彼
一
か
「
閑
民
経
持
同
時
ご
に
於
て
、
経
神
行
矯
の
技
術
的
現
定
と
し
て
生
産
み
晶
・
消
費
を

教
へ
た
こ
と
を
知
っ
て
ゐ
る
品
、
償
値
論
に
於
て
反
省
主
れ
に
事
態
ほ
「
交
換
と
消
費
」
で
あ
っ
た
。
之
は
市
民
的

一町工事，
g
，
ト
う
高
官
-
』
町
コ

4
7
t
h
二
十
:
王
、
、

協
串
量
N
V

，A
-
L
4
i
'引

-
d

司
心
一
コ

ε
ι
l
p
f
h
r
i
F

h
昆

f
a
K
L
A
r
-
ノ

-
3
q
.「
:
司
噌
L
y
d
-
-
F
Z
)
-
F
t
t
h
a
F
E
l
-
-
2
.
7
tト
民

相
、
由
判
止

f
i
-
-相
v
f
同
胆
巴
控
訴
出
H
T
U
作
射
性
吋

T
i
t・
川
合

7、日程
t

背
馳
す
る
で
あ
ら
う
。

彼
が
債
値
ぞ
欲
望
の
側
よ
り
規
定
し
て
後
、
調
象
の
側
か
ら
も
試
み
て
ゐ
る
こ
と
は
慨
に

見
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
が
之
は
上
の
我
冷
の
断
定
を
覆
へ
す
に
足
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
彼
の
第
二
の
債
値
規
定

は
卦
象
の
届
怯
の
差
異
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
ゐ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
明
か
に
彼
が
「
岡
民
経
漕
皐
」
に
於
て
「
政
治

経
掛
患
の
字
義
よ
り
判
明
す
る
意
義
深
さ
諸
目
標
」
の
命
題
に
矛
盾
す
る
。
彼
は
そ
こ
で
政
治
経
梼
撃
は
人
間
的

目
的
・
人
間
的
行
免
・
人
間
的
課
題
全
取
扱
ふ
の
で
め
っ
て
、
技
術
の
問
題
そ
の
も
の
は
之
に
属
き
な
い
由
を
明
言

す
L
。
而
し
て
正
に
第
二
の
債
値
規
定
は
、
そ
こ
に
排
斥
さ
れ
て
ゐ
る
営
の
こ
と
を
な
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

先
づ
素
材
債
値
は
劃
象
の
自
然
科
準
的
属
性
に
闘
し
、
自
然
科
皐
と
交
捗
す
る
部
門
に
於
て
表
は
れ
る
。
之
は

技
術
内
部
に
於
て
考
察
ぎ
る
債
値
で
あ
っ
て
蛭
梼
皐
的
債
値
で
は
な
い
o
次
に
形
相
債
値
は
物
の
形
態
に
係
は
る
。

形
態
は
自
然
的
な
る
も
の
と
入
信
的
な
る
も
の
と
に
分
ち
う
る
で
あ
ら
う
。
前
者
は
素
材
と
不
可
分
離
で
あ
り
、

共
に
技
術
上
の
債
値
に
外
な
ら
や
、
後
者
は
卦
象
の
属
性
に
閣
す
る
の
で
は
な
〈
、
か
く
形
態
づ
け
る
人
間
の
行

前掲、拙1官官参照。
前拐、拙稿参照。2) 



馬
に
よ
っ
て
媒
介
さ
る
〉
人
聞
の
頭
憎
の
内
に
あ
る
形
相
に
闘
は
か
。
故
に
之
も
亦
技
術
墜
に
よ
っ
て
獲
得
3
れ

た
人
間
の
表
象
の
債
値
で
あ
っ
て
、
物
の
属
性
と
は
濁
立
し
て
ゐ
る
。
第
三
に
場
所
債
値
は
劃
象
の
存
在
す
4
0
場

所
と
欲
望
の
空
間
性
に
某
づ
く
と
グ
ュ

I
ス
は
云
ひ
、
水
質
改
良
の
義
明
と
部
屋
に
置
か
れ
た
水
差
の
水
と
を
例

謹
す
る
。
水
質
改
良
の
毅
明
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
技
術
の
問
題
で
あ
る
。
而
し
て
水
差
の
水
の
場
所
債
値
を
読
〈

じ
み
た
っ
て
彼
は
自
ら
の
誤
謬
を
暴
露
し
て
ゐ
る
。
日
〈
、
水
差
の
水
炉
場
所
債
値
を
有
す
る
は
、
「
召
使
の
勢
賃

の
一
部
を
以
て
支
捕
は
ら
は
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
」
と
。
場
所
債
値
は
到
曲
家
の
属
性
と
枇
望
の
昼
間
性
と
に
基
づ

く
の
で
は
な
く
、
封
象
を
移
動
せ
し
む
る
人
間
の
州
労
働
と
欲
望
の
密
閉
性
と
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
。
要
之
ク
一
一

-
式
の
劉
象
よ

b
の
間
値
制
判
定
は
も

北
当
1
白

3
J
-
z
h
l
一一塁
M
P
・

豹
μ
F
ι
t
寸

ι
p
d
ふ
れ
私
権
物
伊

政
ι
干
の
上
の
断
定
台
湾
¥
ず
に
足

3
6
の
で
は
な
:
、

邸
中
の
考
察
域
よ
り
排
斥
し
て
ゐ
る
「
技
術
の
問
題
そ
の
も
の
」
よ
り
な
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
れ
ら
の

三
債
値
の
到
達
に
興
る
も

ωと
し
て
の
三
産
業
部
門
の
指
摘
は
、
綿
棒
皐
的
意
義
を
把
え
た
-
も
の
で
は
な
い
。

債
値
論
と
し
て
抽
象
化
さ
れ
る
現
賓
の
事
態
は
人
間
の
艦
持
行
翁
の
金
曜
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ク

-7l
ス
は

之
よ

b
「
交
換
と
消
費
」
の
み
を
抽
象
し
て
主
観
偵
値
識
を
設
〈
が
、
具
瞳
的
な
る
債
値
論
は
生
産
行
魚
そ
の
も
の

フ
オ
ル
ム

を
も
同
時
に
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
生
産
行
怨
と
は
人
聞
が
一
定
の
技
術
段
階
に
於
て
獲
得
し
た
形
相
を
、

同
様
に
技
術
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
生
産
手
段
門
動
力
悶
〉
に
よ
っ
て
、
封
象
(
質
料
困
)
に
働
き
か
け
、
生
活
(
目
的
悶
)

の
た
め
に
生
産
物
と
し
て
産
出
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
際
経
持
率
に
於
て
問
題
と
す
べ
き
は
そ
の
生
産
行

矯
自
瞳
(
明
白
コ
ロ
己
一
一
向
『
己
ロ
m)
却
ち
帥
労
働
そ
の
・
も
の
で
あ
る
。
融
労
働
そ
の
も
の
』
債
値
を
債
値
論
に
取
入
れ
て
論
争
る

ク

=
1
ス
の
債
値
論

七
八
五

第
四
時
抗

一

第
四
十
二
巻

1) アリストテレスが mal引 ngに就て論寸・畠 Eころを参看せられたL、o (石川博
士「精神科率的経済撃の基礎間置Jpp. 82"日3参照)艶象の属性とは m刈ter
の屈性でゐって、 formではない。
KnH:!S， cit. op. ST 472目2) 



ク
ユ

l

ス
の
債
値
論

七
八
六

第
四
時
抗

四

第
四
十
二
容

時
、
財
及
び
そ
の
数
量
が
ク
一
7
1
ス
に
於
け
る
が
如

t
「
慮
理
に
委
せ
ら
れ
る
」
と
し
て
前
提
せ
ら
れ
る
の
で
は
な

〈
、
債
値
論
が
具
瞳
的
に
抽
象
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
加
之
耐
労
働
に
於
て
、
生
産
に
於
け
る
技
術
と
賃
践
と
が
結

び
付
き
、
経
滞
債
値
と
倫
珂
憤
値
と
の
密
接
な
る
根
本
的
闘
係
が
真
相
を
表
は
す
の
で
あ
る
。
被
は
交
換
債
値
の

使
用
債
値
よ
り
恒
別
さ
る
べ
き
所
以
を
運
鞭
可
能
性
に
求
め
る
。
之
は
明
ら
か
に
場
所
債
値
と
密
接
な
る
闘
係
営

持
ら
、

場
所
伺
値
は
腕
捕
仲
間
中
的
に
は
拶
働
債
植
に
外
な
ら
な
か
っ

k
o
削
ら
交
換
債
値
の
質
問
は
静
働
慣
値
に
外

な
ら
守
、
交
換
債
値
な
る
名
稿
は
交
換
が
支
配
的
で
あ
る
市
民
世
舎
に
於
け
る
勢
働
債
植
の
現
象
形
態
な
の
で
あ

る
。
枇
労
働
債
値
を
主
と
し
て
論
争
る
債
値
論
は
客
観
債
値
設
で
あ
る
。
ク
ニ
!
ス
は
財
の
生
産
を
前
提
し
て
債
値

を
論
じ
た
、
帥
ち
客
観
債
値
設
を
前
提
し
て
主
観
債
値
設
を
唱
え
た
。
こ
の
こ

E
は
欲
望
に
よ
る
債
値
規
定
が
勢

働
に
よ
る
債
依
規
定
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
十
し
で
は
、
主
観
債
値
設
が
客
融
債
値
詑
に
よ
っ
て
媒
介
き
れ
十
し
で

は
.
具
瞳
的
債
値
と
な
り
、
具
躍
的
な
る
債
値
理
論
と
な
り
え
な
い
こ
と
を
謹
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
思
ふ
に
欲

望
と
峨
労
働
と
は
相

E
否
定
的
に
媒
介
し
合
っ
て
極
構
行
魚
と
な
る
。
故
に
麓
掛
行
錯
の
抽
象
化
と
し
て
表
は
れ
る

債
値
論
は
二
つ
の
債
値
珂
論
の
相
互
否
定
的
な
統
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
市
民
枇
曾
従
っ
て
市
民
的
岡
民
頼
梼

仁
於
て
は
、
欲
望
と
勢
働
と
が
個
人
的
・
枇
合
同
的
に
分
裂
す
る
。
こ
の
時
に
主
観
債
値
論
を
唱
え
る
ク
ニ

l
ス
を

我
々
が
市
民
的
経
梼
筆
者
と
呼
ぶ
時
、
そ
の
明
白
な
特
徴
を
把
へ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
も
げ
ん
か
ら
と
一
E

つ

て
、
一
-
一
に
分
析
さ
れ
た
債
値
の
三
区
分
は
無
意
義
な
も
の
で
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
我
L
q

の
批

判
的
理
解
は
著
者
の
所
読
を
著
者
の
意
闘
を
越
え
我
々
に
劃
す
る
意
義
に
於
て
把
握
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

ク=.--^が封象の側よ h債値規定をlなす時、級自由fl嬰的 1::I士、我々が見fこが如
〈、勢働債値:e諭す，るのでなげればならなかっ1'"。


